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１ 目的 

  病院所有のリネン類の洗濯、院内の集配及び寝具の供給等の寝具、リネン類の総合管理を行

うことにより、患者へ衛生的な診療環境の提供及び職員の労働環境の整備並びに病院業務の円

滑な運営に寄与することを目的とする。 

 

２ 業務場所 

 ⑴ 赤穂市民病院 

  ・所在地   兵庫県赤穂市中広１０９０番地 

  ・施設構造  ＲＣ造 地上７階・塔屋１階建 

  ・延床面積  ３３，３９１㎡ 

・病床数   ３６０床（一般病棟３５６床 感染症病棟４床） 

 ⑵ 赤穂市民病院研修医宿舎 

・所在地   兵庫県赤穂市加里屋３２８９番地１ 

  ・施設構造  ＲＣ造 地上３階建 

  ・延床面積  ８４９㎡ 

・居  室  一般居室２０部屋 会議室１部屋 倉庫１部屋 

※ 訪問看護ステーション併設 

 

３ 事業期間 

  令和８年４月１日から令和１３年３月３１日まで 

※ 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３４号の３の規定による長期継続契約とし、

本件契約締結日の属する年度の翌年度以降において、歳出予算における本件契約の減額又は

削除があった場合には、発注者は本契約を変更又は解除するものとする。 

 

４ 業務概要 

  本件業務は次の各契約によるものとし、業務内容は各業務の特記仕様書に定める。 

 ⑴ 寝具類賃貸借契約 

   寝具類等（入院患者用、診療用、当直・仮眠室用外）の賃貸借及び更生 

 ⑵ 院外洗濯業務委託 

   院内のリネン類、衣料品等（病院所有品）を引き取り、外部で洗濯後に納品する。 

 ⑶ リネン類管理業務委託 

   リネン類の在庫管理、院内回収・搬送、病室、当直室等のベッドメイキングを行う。 

 

５ 受注者の責務 

⑴ 当院の役割・機能への対応 

受注者は当院の役割を理解し、当院職員と協力連携するとともに、災害時や感染症発生時



においても機能を維持できる業務継続体制を構築すること。 

⑵ 法令等の遵守 

業務の実施にあたっては、医療法、感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する

法律、クリーニング業法等の関係法令に基づき、かつ一般財団法人医療関係サービス振興会

の認定基準の規定等に関連する全ての法令等を遵守すること。また、当院の経営理念、運営

方針等に従って本業務を行うこと。 

 ⑶ 守秘義務 

  患者の個人としての尊厳を最大限尊重し、その人権を擁護しつつ、業務中に知り得た患者

に関わる事項及びその他病院運営に関わる事項を第三者に漏らしてはならない。このこと

は、契約期間中のみではなく、業務契約の解除、期間終了後及び業務に従事する者（受託責

任者、作業員）が従事しなくなった場合も同様とする。 

⑷ 訓練等 

   当院が実施する訓練（消防・防災等）に積極的に参加、協力すること。 

  

６ 統括責任者 

  受注者は、本件業務の履行に係る責任者（以下「統括責任者」という。）を選任し、発注者

にその氏名その他の必要な事項を書面により通知しなければならない。なお、統括責任者が変

更になる場合も同様とする。 

 

７ 統括責任者の職務 

  統括責任者の職務は次のとおりとする。 

 ⑴ 受注者の責任者として、業務全体の指揮、監督、労務管理、従事者への定期的な指導・教

育訓練の実施及び労働安全衛生の確保を行うこと。 

 ⑵ 契約書、仕様書及びその他関係書類等により、業務内容を十分把握すること。 

 ⑶ 発注者との調整や報告等総括的な業務を行うこと。 

 ⑷ その他本業務を統括するにあたり必要な業務。 

 

８ 院内施設の使用 

  発注者は、業務に必要な事務室、休憩室等について、契約期間中受注者に無償で使用させる

ものとし、受注者は、その使用に関して清掃等善良なる管理者の注意を持って維持管理しなけ

ればならない。また、使用上の瑕疵による毀損、汚損等の場合は受注者が弁償するものとす

る。 

 

９ 費用負担 

  本業務における経費の負担区分については、表 1のとおりとし、記載のない事項については

発注者と受注者で協議のうえ決定する。 



  表１：経費負担区分 

項  目 発注者 受注者 

業務に必要な光熱水費 〇  

業務に使用する部屋及び設備の維持管理に要する費用 〇  

業務に必要な事務用品等  〇 

被服（制服・名札等）に関する費用  〇 

使用済洗濯物の収集運搬を行うカート類、回収ボックス等（※）  〇 

  ※各部署の洗濯物回収ボックスを除く。 

 

10 提出書類 

 ⑴ 統括責任者選任届 

 ⑵ 各業務の特記仕様書に定める書類。 

 

11 検査及び委託料の支払い 

  各業務の特記仕様書に定める。 

 

12 服務規律 

  受注者は、従事者に次の事項を遵守させるものとする。 

 ⑴ 品位を保つこと。 

 ⑵ 発注者の名誉、信用を失墜させる行為の禁止。 

 ⑶ 患者、見舞客等来院者に対して誠意ある適切な対応を行うこと。 

 

13 仕様書の改定及び契約の変更  

  本件仕様書の内容について、発注者と協議の上、改定することができる。また、仕様書の改

定に伴い、必要に応じて契約変更を行うものとする。 

 

14 業務の引継ぎ 

  受注者は各業務に係る契約の満了又は解除に伴い業務を停止する時は、当院の運営に支障が

無いように業務の引継ぎ又は引き渡しを行うこと。なお、業務の引継ぎにかかる費用は受注者

の負担とする。 

 

15 第三者委託の禁止 

⑴ 受託者は、業務の全部を一括して第三者に委任し、又は請け負わせてはならない。 

⑵ 受託者は、業務の一部を第三者に委任し、又は請け負わせようとするときは、あらか

じめ委託者の承認を得なければならない。 

 ⑶ 委託者は、受託者に対し、業務の一部を委任し、又は請け負わせた者の商号、名称その他



必要な事項の通知を請求することができる。 

 

15 疑義の解釈 

  本仕様書及び各業務の特記仕様書に定めのない事項、又は仕様書に疑義が生じた場合は発注

者及び受注者が協議の上決定するものとする。ただし、本件業務において当然必要と認められ

る業務等については、受注者の良識ある判断に基づき行わなければならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜個人情報取扱事務特記事項＞ 

 

（基本的事項） 

第１条 受注者は、個人情報の保護の重要性を認識し、この契約による事務を実施するに当たっ

ては、個人の権利利益を侵害することのないよう、個人情報の取扱いを適切に行わなければな

らない。 

（秘密の保持） 

第２条 受注者は、この契約による事務に関して知り得た個人情報を他に漏らしてはならない。

この契約が終了し、又は解除された後においても同様とする。 

（事務従事者への周知） 

第３条 受注者は、その事務に従事している者に対して、在職中及び退職後においてもこの契約

による事務に関して知り得た個人情報を他人に知らせ、又は不当な目的に使用してはならない

ことなど、個人情報の保護に必要な事項を周知させるものとする。 

（収集期限） 

第４条 受注者は、この契約による事務を行うために個人情報を収集するときは、事務の目的を

達成するために必要な範囲内で、適法かつ公正な手段により行わなければならない。 

（目的外利用・提供の制限） 

第５条 受注者は、発注者の指示がある場合を除き、この契約による事務に関して知ることので

きた個人情報を契約の目的以外の目的に利用し、又は発注者の承諾なしに第三者に提供しては

ならない。 

（漏えい、滅失及びき損の防止） 

第６条 受注者は、この契約による事務に関して知ることのできた個人情報について、個人情報

の漏えい、滅失及びき損の防止、その他の個人情報の適正な管理のために必要な措置を講じな

ければならない。 

（複写又は複製の禁止） 

第７条 受注者は、この契約による事務を処理するために、発注者から引き渡された個人情報が

記録された資料等を発注者の承諾なしに複写又は複製してはならない。 

（再委託の禁止） 

第８条 受注者は、発注者が承諾した場合を除き、この契約による事務については、自ら行い、

第三者にその取扱いを委託してはならない。 

（還付義務等） 

第９条 受注者は、この契約による事務を処理するために、発注者から提供を受けた個人情報が

記録された資料等は、この契約完了後直ちに発注者に返還するものとする。ただし、発注者が

別に指示したときは当該方法によるものとする。 

２ 受注者は、この契約による事務を処理するため収集、作成した個人情報について、保有する

必要がなくなったときは、速やかに、かつ、確実に破棄し、又は消去しなければならない。 



（調  査） 

第１０条 発注者は、受注者が契約による事務の執行に当たり取り扱っている個人情報の状況に

ついて、随時調査することができる。 

（指  導） 

第１１条 発注者は、受注者が事務の執行に当たり個人情報の取扱いが不適当と認められるとき

は、必要な指導を行うことができる。 

（事故発生時における報告） 

第１２条 受注者は、この契約に違反する事態が生じ、又は生じるおそれのあることを知ったと

きは、速やかに発注者に報告し、発注者の指示に従うものとする。 
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